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	  　　着々と進む国産空母への道
国民の合意は何処へやら


会員の皆様
新年明けましておめでとうございます。本年が皆様にとって良き年となりますよう願っています。
今年の干支は「辰」
「辰」は「龍」であり、中国発祥の縁起の良い動物として皇帝の象徴にも使われています。
日本では戦前、龍が空を飛ぶことから「航空母艦」の名称に
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使われました。「飛龍」「蒼龍」「龍驤」「龍鳳」「雲龍」です。
航空母艦の特徴と言えば「大型艦」「全通甲板」「格納庫」「昇降機」「艦載機」です。
海上自衛隊では、一九九八年に
輸送艦「おおすみ」が就役しました。これは全通甲板を持ち、後部に大型のホーバークラフト型揚陸艇を収納する空洞を持ちます。
　二〇〇四年には、一万四千トン級のヘリコプター搭載護衛艦「ひゅうが」の建造が決まりました。これは艦橋を右側に寄せた初の空母型護衛艦で、艦名に旧国名を使用しています。
　二〇一三年には二万トン級のヘリコプター搭載護衛艦「いずも」が進水しました。これはヘリ十四機を搭載し、格納庫から甲板へ運ぶための昇降機を二基備えています。全長二四八ｍあり、旧海軍の「飛龍」より大きくなっています。同型艦に「かが」があります。
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　二〇一八年の「防衛大綱」では「空母」保有を明記し、現在「いずも」「かが」はＦ３５Ｂ短距離離陸・垂直着陸戦闘機が利用できるように、甲板の耐熱性能の向上など改修工事が行われています。「本格的な空母」の誕生です。
　これは政府お得意の「言い換え」「なし崩し」「こっそり生んで、大きく変身」で進められています。国民との真の合意なしに行われるとすれば、いつかの「軍の暴走」につながるのではないでしょうか。
　　　　　　　（大久保光夫）
沢庵和尚の墓石は
漬物石
大人の遠足～品川宿
昨年十一月二三日に「大人の遠足」として「東海道品川宿」を散策し、十一名が参加しました。
京急品川駅に集合し、出発にあたり大久保会長から「お江戸日本橋七つ立ち、初上り、行列揃えてあれわいさのさ、こちゃ高輪夜明けて、提灯消す、という歌をご存知ですか」なげかかけがありました。江戸時代、ここ品川のすぐそばの高輪には「大木戸」があり、毎日、日の出とともに開門し、日の入りとともに閉門されていました。開門と同時に江戸を出るためには、日本橋であれば夜中の四時に出立する必要があったわけです。
品川宿に入ってすぐのところに「問答河岸の碑」があります。ここは、将軍徳川家光が東海寺を訪問した帰りに、見送りに来た沢庵和尚に対し「海近くして東（遠）海寺とは如何に」と問い、沢庵和尚が「大軍を率いて将（小）軍というがごとし」と答えた、という逸話が残っています。
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　次に訪れた「品川神社」で集合写真を撮り、神社裏手にある「板垣退助の墓」に参拝しました。有名な「板垣死すとも、自由は死せず」の銘文を刻んだ碑もありました。
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　沢庵和尚の墓は東海寺の飛び地である大山墓地にあります。墓を見た参加者からは「墓石の形は漬物石のようだ」との声がありました。
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　清光院の「大名奥平家墓域」の五輪塔、願行寺の縛られ地蔵を見学し、岩倉具視の海晏寺、山内容堂墓所に着いたころは日が落ちてしまいました。
　新春の集いにご参加を
　久しぶりに「新春の集い」を開催します。会員の皆様の御参加をお待ちしております。
　日時　一月十二日（金）
　　　　午後六時三〇分
　会場　横浜大桟橋入口
　　　　「波止場会館」一階
　　　　シーサイドラウンジ

　　　　「SaLa」
　会費　千円

　謹　賀　新　年
　今年もよろしくお願いします
　　会　長　　　大久保光夫
　　副会長　　　山崎公江
　　　　　　　　鈴木則之
　　事務局長　　松島靖宏
　　事務局次長　保坂由文
　　事務局次長

　　　　・会計　中山政一
　　常任幹事　　大野和二

　　　　　　　　小嶋昌光
　　　　　　　　内海義幸
　　　　　　　　岩本晴代
　　　　　　　　梁川直美

　　会計監査　　笠井直文
　　　　　　　　和田聡子
　　顧　問　　　北詰隆美

　　　　　　　　澤木紀一郎
　　　　　　　　永井碩夫
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マグネット帽子を作る
　　県本部女性連絡会議

二〇二三年一〇月一八日、いちょう会の山崎副会長が事務局長を務める自治退県本部女性連絡会議の「秋のレクリエーション」として「手芸教室」が開催されました。いちょう会から参加の四名を含めて、七つの退職者会、三三名が集まりました。
横須賀市職労退職者会の菊池さん、相模原市職労退職者会の村中さんを講師に、つば広帽子の形をし、冷蔵庫などに貼りつけることの出来る「マグネット帽子」を作りました。
　参加者は慣れない手つきで針を使い、中心に丸くて薄いマグネットをはめ込んだ台紙を布で包んでいきました。その上に、同じように布でくるんだキャップを糊付けし、完成となります。材料はボール紙の台紙、布切れ、ペットボトルのキャップ、マグネット、リボン等です。いずれも家にある物や百円ショップで手に入るものでした。
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安心総合共済に
　「医療補償」の選択が
　　　　　　可能になります

　現在「安心総合共済」の「基本補償」はケガによる死亡・入院・手術・通院が補償対象となっています。加えて「賠償事故」と「携行品損害」も補償されます。
　二〇二四年三月二〇日から、安心総合共済の「基本補償」に入った方は、オプションとして、病気による入院・手術・放射線治療を補償対象とする「医療補償」を選ぶことが出来るようになります。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  
   　いちょう歌壇
                                         滝　沢　　章
逆さまの車の影が途切れなく都心へ向かふ明けの水田に
五百ほどビラ配れども犬吠ゆる家皆無なり監視カメラ見ゆ
培ひし畑にあらくさ勝ち誇り老いて労する人影もなし
馬穴には釣果が一尾訊ぬれば鰐鯒と聞けりのどかな埠頭
穴を掘る初老の吐息聞きながら水漏れ探る手先目守りぬ
三度ゆゑ怖さも湧かず迷はずに我は諾ふオペを受くる日
支柱なく互に支へ立ち上がり風にも耐ふるいんげんの蔓
染み染みと空の青さを語りたり硝煙まとひ帰国し女は
遠からず備ふる時期の来るならん貯金引出す代理指名も
睦び月ブーゲンビレア咲きぬれど家うち故か濃き紅足らず
　私たちは今
会員のお便り
　「今、填まって」
　　　　　齋藤憲三（横浜市）
　昨年三月に六七歳で退職して、今年の六月からは非課税世帯になりました。お陰様で大きな病気もなく元気で毎日を送っています。
　今年の四月から「下手の横好き」であるボウリングを三年ぶりにやり始め、ひょんな切っ掛けからこの年齢になって初めてマイボウルを手にして、ある大会に向けて隔週で練習に励んでいます。
　以前はアベレージ一二〇点位だったのですが、ある専門の方からアドバイスをもらってからは、スペアの回数が上がって今更ですが趣味を楽しんでいます。
　下手の横好きが「今、填まっています」。
　「躁うつ病」
白石竜一（横浜市）
　わたしは四五歳ころに躁うつ病になりました。情報公開課で人事異動の時期の三月に、躁うつ病であることを課長に告げ、人事異動が一年ずれました。
　その後は、県民部の出先で仕事をしていましたが、最後の職場で二年半くらい休職していました。なんとか復職しましたが、二年早期退職しました。
　現在も完治はしていませんが、自治労神奈川の呼びかけがある集会やデモには、なるべく参加しています。
　妻のお蔭でここまで来られました。

　健康寿命を延ばす取り組み
安保健次（相模原市）
　後期高齢者となり、あとどのくらい生きられるかわかりませんが、健康で余生を過ごすために取り組んでいます。
　睡眠は夜九時前に就寝し、朝五時前に起床をルーティン化。食事は朝食に夏でも、緑黄色野菜、きのこ類、肉の鍋で内臓を温め、白米は少なめにしています。

　体力維持のため、毎日腹筋、スクワット、スポーツクラブでの手と足を同時に動かすエアロビクスなどの有酸素運動で持久力強化、運動後はサウナ、入浴でリラックス、おばちゃんたちとの交流も楽しいです。
「私たちは今」（近況報告）の原稿を募集します
・目的　近況報告を通じて会員相互の交流促進を図ります
・題名　短く・簡単に
・氏名　明記します
・字数　一五〇～二〇〇字
・締切　随時
・注意　誹謗中傷等は掲載不可
・送付先　東京都大田区西六郷
　　　　四～六～二四～五〇九
　　　　　　　　　大久保光夫
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　訃　報
　　ご冥福を
お祈りいたします
　
　　　　谷口照子さん
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『銀杏』原稿募集中

　「近況」「旅行」「短歌」「川柳」等を「銀杏」紙面の一～四ページ程度にまとめてお送りください。原稿をメールでお送りいただけると助かります。
・メールのアドレスはいちょう会ニュースの表題部にあります。

・原稿締切は一月十五日

